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二
、
住
吉
物
語
絵
巻

二
巻

紙
本
着
色

室
町
時
代
（
十
六
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
修
護
﹈

『
住
吉
物
語
』
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
継
子
物
語
の
一
書
で
、『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』

な
ど
に
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
学
史
上
比
較
的
早
い
段
階
で
成
立
し
た
物

語
作
品
で
あ
る
。
そ
の
絵
画
化
も
早
く
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
写
本
類
も
数
多
く
、
そ
の
せ
い

も
あ
っ
て
本
文
に
異
同
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
絵
巻
の
遺
例
と
し
て
は
東
京
国
立

博
物
館
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
な
ど
鎌
倉
時
代
に
遡
る
断
簡
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
多
様

な
作
例
が
遺
さ
れ
て
き
て
い
る
。

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
が
収
蔵
す
る
紙
本
着
色
《
住
吉
物
語
絵
巻
》
上
下
二
巻
は
、
室
町
時

代
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
註
1
）、
伝
来

過
程
で
上
下
巻
合
わ
せ
て
四
図
の
絵
画
場
面
を
逸
す
る
も
の
の
、
詞
書
の
本
文
を
完
備
す
る
も
の

と
し
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
と
並
ん
で
現
存
最
古
本
と
認
め
ら
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
上
巻
は
十
二
段
、
下
巻
は
十
三
段
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
巻
末
は
詞
書
の
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
図
ず
つ
欠
失
し
て
い
る
。

本
作
は
か
つ
て
宮
内
庁
書
陵
部
の
管
理
で
あ
っ
た
が
、
作
品
の
有
効
利
用
す
な
わ
ち
本
格
修
理

を
含
め
た
保
存
・
管
理
及
び
調
査
研
究
や
展
示
公
開
等
を
図
る
た
め
に
、
三
の
丸
尚
蔵
館
と
相
互

に
管
理
換
え
を
し
た
作
品
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
れ
以

降
、
本
格
的
解
体
修
理
の
計
画
が
練
ら
れ
、
今
般
こ
れ
に
着
手
、
竣
工
し
た
。

本
作
の
修
理
以
前
の
状
態
は
、
中
世
の
紙
本
着
色
作
品
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
損
傷
、
す
な
わ

ち
絵
具
層
の
粉
状
化
及
び
剥
離
・
剥
落
、
料
紙
の
硬
化
に
よ
る
折
れ
や
亀
裂
、
経
年
に
よ
る
緑
青

焼
け
、
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
、
料
紙
の
汚
損
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
施
さ
れ
た
不
適
切
な
旧
補

修
な
ど
、
放
置
し
て
お
け
ば
今
後
も
劣
化
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
肌

裏
を
含
め
た
裏
打
ち
紙
の
交
換
を
は
じ
め
、
絵
具
層
の
剥
落
止
め
、
料
紙
折
れ
の
補
修
、
欠
損
部

の
補
填
等
を
行
い
、
ま
た
太
巻
軸
を
添
え
保
存
箱
を
新
調
す
る
本
格
的
解
体
修
理
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

施
工
者
に
よ
る
報
告
書
に
基
づ
き
、
以
下
そ
の
修
理
工
程
を
略
記
す
る
。

①
修
理
着
手
前
調
査

写
真
撮
影
及
び
本
紙
料
紙
の
状
態
調
査
。

②
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

柔
ら
か
い
刷
毛
等
を
用
い
て
作
品
表
面
の
付
着
物
を
除
去
。

③
解
装

表
紙
、
軸
木
及
び
総
裏
紙
の
紙
継
ぎ
箇
所
で
継
ぎ
目
を
外
し
て
分
割
。

④
紙
質
調
査

新
規
補
修
紙
作
成
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
本
紙
料
紙
の
紙
質
調
査
を
実
施
。

⑤
剥
落
止
め

粉
状
化
、
剥
離
、
剥
落
が
見
ら
れ
る
絵
具
層
に
ウ
サ
ギ
膠
及
び
ウ
シ
膠
水
溶
液
を
塗
布
。

⑥
肌
裏
紙
以
外
の
裏
打
ち
紙
除
去

旧
肌
裏
紙
を
残
し
て
、
そ
の
他
の
裏
打
ち
紙
を
除
去
。
こ
の
状
態
で
詳
細
な
透
過
光
観
察
な
ど

を
行
っ
た
。

⑦
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

イ
オ
ン
交
換
水
を
用
い
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
絵
具
が
使
用
さ
れ
る
絵
画
料
紙
と
、
墨
の
み
に
よ

る
詞
書
料
紙
と
で
、
各
々
の
状
態
に
応
じ
た
方
法
を
使
い
分
け
た
（
後
述
）。

⑧
剥
落
止
め

ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
再
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑨
表
打
ち

作
品
表
面
の
保
護
の
た
め
に
表
打
ち
を
実
施
。
絵
画
料
紙
は
常
温
抽
出
フ
ノ
リ
、
詞
書
料
紙
は

水
を
用
い
て
養
生
紙
を
当
て
た
。

⑩
旧
肌
裏
紙
除
去

適
度
な
加
湿
を
行
い
、
旧
肌
裏
紙
を
除
去
。
こ
の
段
階
で
本
紙
料
紙
の
裏
面
か
ら
の
観
察
を

行
っ
た
。

⑪
補
修

紙
質
調
査
を
実
施
し
て
選
定
加
工
し
た
補
修
紙
を
本
紙
料
紙
の
欠
失
箇
所
に
補
填
し
、
作
品
天

地
に
足
し
紙
を
施
し
た
。

⑫
表
打
ち
除
去

表
打
ち
に
使
用
し
た
養
生
紙
と
フ
ノ
リ
を
除
去
。

⑬
肌
裏
打
ち

本
紙
料
紙
の
色
味
を
考
慮
し
て
染
色
し
た
美
濃
紙
を
用
い
て
新
規
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
接
着

に
は
小
麦
澱
粉
糊
を
使
用
。

⑭
剥
落
止
め

ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
三
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑮
表
紙
裂
及
び
見
返
し
紙
へ
の
肌
裏
打
ち

新
調
し
た
表
紙
裂
、
見
返
し
紙
、
軸
巻
き
に
肌
裏
打
ち
を
施
す
。
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一
、
小
栗
判
官
絵
巻

巻
十
一・十
二

二
巻
（
十
五
巻
の
う
ち
）
伝
岩
佐
又
兵
衛
筆

紙
本
着
色

江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
岡
墨
光
堂
﹈

今
回
の
修
理
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
八
ヵ
年
計
画
の
六
年
目
に
あ
た
る
。
修
理
方

針
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
と
同
様
特
に
変
更
は
生
じ
て
い
な
い
。

修
理
前
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
本
紙
と
裏
打
の
伸
縮
差
に
よ
る
画
面
の
反
り
、
紙
継
ぎ
部
分
の

糊
離
れ
、
そ
し
て
画
面
の
縦
折
れ
と
折
山
部
分
の
亀
裂
化
に
よ
る
絵
具
の
剥
落
と
、
膠
着
力
の
低

下
に
よ
る
絵
具
層
の
剥
離
・
剥
落
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
剥
落
止
め
の

白
濁
化
な
ど
も
認
め
ら
れ
た
。

解
体
修
理
の
過
程
に
お
い
て
肌
裏
紙
の
除
去
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
本
紙
が

全
体
的
に
薄
く
な
っ
て
お
り
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
相
剝
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
赤
外
線
反
射
お
よ
び
透
過
光
に
よ
っ
て
、
彩
色
の
指
示
書
を
巻
十
一
第
九
紙
（
図
1
）

と
巻
十
二
第
二
十
四
紙
に
確
認
。
ま
た
表
の
描
写
と
は
異
な
る
下
書
線
や
、
小
栗
が
乗
る
車
の
車

輪
を
描
く
際
の
十
字
の
基
準
線
（
巻
十
一
第
七
〜
十
三
紙
、
図
2
）、
円
規
を
用
い
た
際
に
つ
い
た

と
考
え
ら
れ
る
中
心
点
も
確
認
で
き
た
。
く
わ
え
て
本
紙
の
継
代
部
分
の
多
く
か
ら
、
金
銀
の
す

や
り
霞
や
彩
色
描
写
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
制
作
過
程
の
一
端
も
伺
え
た
。

前
年
度
ま
で
の
修
理
と
同
じ
く
、
軸
木
を
巻
く
軸
巻
紙
に
修
理
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
「
己
巳
年
三
月
中
」
に
、「
江
戸
通
本
石
町
三
町
目
」
の
「
兼
宣
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
を

寄
せ
一
巻
に
仕
立
直
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。
こ
れ
ま
で
の
修
理
銘
か
ら
己
巳
年
は
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
兼
宣
は
経
師
の
杉
江
五
兵
衛
兼
宣
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
巻
一
が
元
禄
元
年

十
一
月
、
巻
十
が
元
禄
二
年
三
月
上
旬
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
一
か
ら
順
次
修
理
を
進

め
て
い
た
こ
と
も
改
め
て
確
認
で
き
た
。

修
理
後
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
両
巻
と
も
本
来
各
二
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か

つ
今
後
の
取
り
扱
い
や
、
作
品
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
制
作
当
初
の
仕
立
て

に
従
い
、
各
巻
の
第
十
三
紙
と
第
十
四
紙
目
で
分
巻
し
て
計
四
巻
に
仕
立
て
直
し
た
。
そ
の
際
、

表
紙
、
巻
緒
、
見
返
し
、
軸
巻
、
八
双
、
軸
木
を
新
調
し
、
軸
首
は
分
巻
後
の
上
巻
は
元
使
い
、

下
巻
は
新
調
し
て
桐
製
の
太
巻
と
白
羽
二
重
の
包
裂
を
添
え
た
。

│
令
和
三
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
│

図1　彩色の指示書（巻11第9紙）

図2　車輪の基準線（巻11第7紙）図3　巻11修理墨書
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二
、
住
吉
物
語
絵
巻

二
巻

紙
本
着
色

室
町
時
代
（
十
六
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
修
護
﹈

『
住
吉
物
語
』
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
継
子
物
語
の
一
書
で
、『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』

な
ど
に
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
学
史
上
比
較
的
早
い
段
階
で
成
立
し
た
物

語
作
品
で
あ
る
。
そ
の
絵
画
化
も
早
く
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
写
本
類
も
数
多
く
、
そ
の
せ
い

も
あ
っ
て
本
文
に
異
同
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
絵
巻
の
遺
例
と
し
て
は
東
京
国
立

博
物
館
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
な
ど
鎌
倉
時
代
に
遡
る
断
簡
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
多
様

な
作
例
が
遺
さ
れ
て
き
て
い
る
。

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
が
収
蔵
す
る
紙
本
着
色
《
住
吉
物
語
絵
巻
》
上
下
二
巻
は
、
室
町
時

代
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
註
1
）、
伝
来

過
程
で
上
下
巻
合
わ
せ
て
四
図
の
絵
画
場
面
を
逸
す
る
も
の
の
、
詞
書
の
本
文
を
完
備
す
る
も
の

と
し
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
と
並
ん
で
現
存
最
古
本
と
認
め
ら
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
上
巻
は
十
二
段
、
下
巻
は
十
三
段
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
巻
末
は
詞
書
の
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
図
ず
つ
欠
失
し
て
い
る
。

本
作
は
か
つ
て
宮
内
庁
書
陵
部
の
管
理
で
あ
っ
た
が
、
作
品
の
有
効
利
用
す
な
わ
ち
本
格
修
理

を
含
め
た
保
存
・
管
理
及
び
調
査
研
究
や
展
示
公
開
等
を
図
る
た
め
に
、
三
の
丸
尚
蔵
館
と
相
互

に
管
理
換
え
を
し
た
作
品
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
れ
以

降
、
本
格
的
解
体
修
理
の
計
画
が
練
ら
れ
、
今
般
こ
れ
に
着
手
、
竣
工
し
た
。

本
作
の
修
理
以
前
の
状
態
は
、
中
世
の
紙
本
着
色
作
品
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
損
傷
、
す
な
わ

ち
絵
具
層
の
粉
状
化
及
び
剥
離
・
剥
落
、
料
紙
の
硬
化
に
よ
る
折
れ
や
亀
裂
、
経
年
に
よ
る
緑
青

焼
け
、
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
、
料
紙
の
汚
損
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
施
さ
れ
た
不
適
切
な
旧
補

修
な
ど
、
放
置
し
て
お
け
ば
今
後
も
劣
化
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
肌

裏
を
含
め
た
裏
打
ち
紙
の
交
換
を
は
じ
め
、
絵
具
層
の
剥
落
止
め
、
料
紙
折
れ
の
補
修
、
欠
損
部

の
補
填
等
を
行
い
、
ま
た
太
巻
軸
を
添
え
保
存
箱
を
新
調
す
る
本
格
的
解
体
修
理
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

施
工
者
に
よ
る
報
告
書
に
基
づ
き
、
以
下
そ
の
修
理
工
程
を
略
記
す
る
。

①
修
理
着
手
前
調
査

写
真
撮
影
及
び
本
紙
料
紙
の
状
態
調
査
。

②
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

柔
ら
か
い
刷
毛
等
を
用
い
て
作
品
表
面
の
付
着
物
を
除
去
。

③
解
装

表
紙
、
軸
木
及
び
総
裏
紙
の
紙
継
ぎ
箇
所
で
継
ぎ
目
を
外
し
て
分
割
。

④
紙
質
調
査

新
規
補
修
紙
作
成
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
本
紙
料
紙
の
紙
質
調
査
を
実
施
。

⑤
剥
落
止
め

粉
状
化
、
剥
離
、
剥
落
が
見
ら
れ
る
絵
具
層
に
ウ
サ
ギ
膠
及
び
ウ
シ
膠
水
溶
液
を
塗
布
。

⑥
肌
裏
紙
以
外
の
裏
打
ち
紙
除
去

旧
肌
裏
紙
を
残
し
て
、
そ
の
他
の
裏
打
ち
紙
を
除
去
。
こ
の
状
態
で
詳
細
な
透
過
光
観
察
な
ど

を
行
っ
た
。

⑦
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

イ
オ
ン
交
換
水
を
用
い
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
絵
具
が
使
用
さ
れ
る
絵
画
料
紙
と
、
墨
の
み
に
よ

る
詞
書
料
紙
と
で
、
各
々
の
状
態
に
応
じ
た
方
法
を
使
い
分
け
た
（
後
述
）。

⑧
剥
落
止
め

ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
再
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑨
表
打
ち

作
品
表
面
の
保
護
の
た
め
に
表
打
ち
を
実
施
。
絵
画
料
紙
は
常
温
抽
出
フ
ノ
リ
、
詞
書
料
紙
は

水
を
用
い
て
養
生
紙
を
当
て
た
。

⑩
旧
肌
裏
紙
除
去

適
度
な
加
湿
を
行
い
、
旧
肌
裏
紙
を
除
去
。
こ
の
段
階
で
本
紙
料
紙
の
裏
面
か
ら
の
観
察
を

行
っ
た
。

⑪
補
修

紙
質
調
査
を
実
施
し
て
選
定
加
工
し
た
補
修
紙
を
本
紙
料
紙
の
欠
失
箇
所
に
補
填
し
、
作
品
天

地
に
足
し
紙
を
施
し
た
。

⑫
表
打
ち
除
去

表
打
ち
に
使
用
し
た
養
生
紙
と
フ
ノ
リ
を
除
去
。

⑬
肌
裏
打
ち

本
紙
料
紙
の
色
味
を
考
慮
し
て
染
色
し
た
美
濃
紙
を
用
い
て
新
規
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
接
着

に
は
小
麦
澱
粉
糊
を
使
用
。

⑭
剥
落
止
め

ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
三
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑮
表
紙
裂
及
び
見
返
し
紙
へ
の
肌
裏
打
ち

新
調
し
た
表
紙
裂
、
見
返
し
紙
、
軸
巻
き
に
肌
裏
打
ち
を
施
す
。
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一
、
小
栗
判
官
絵
巻
　
巻
十
一・十
二
　
二
巻
（
十
五
巻
の
う
ち
）　
伝
岩
佐
又
兵
衛
筆

紙
本
着
色
　
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
）　
　﹇
施
工
│
（
株
）
岡
墨
光
堂
﹈

　
今
回
の
修
理
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
た
八
ヵ
年
計
画
の
六
年
目
に
あ
た
る
。
修
理
方

針
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
と
同
様
特
に
変
更
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
修
理
前
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
本
紙
と
裏
打
の
伸
縮
差
に
よ
る
画
面
の
反
り
、
紙
継
ぎ
部
分
の

糊
離
れ
、
そ
し
て
画
面
の
縦
折
れ
と
折
山
部
分
の
亀
裂
化
に
よ
る
絵
具
の
剥
落
と
、
膠
着
力
の
低

下
に
よ
る
絵
具
層
の
剥
離
・
剥
落
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
過
去
の
修
理
で
施
さ
れ
た
剥
落
止
め
の

白
濁
化
な
ど
も
認
め
ら
れ
た
。

　
解
体
修
理
の
過
程
に
お
い
て
肌
裏
紙
の
除
去
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
本
紙
が

全
体
的
に
薄
く
な
っ
て
お
り
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
相
剝
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
赤
外
線
反
射
お
よ
び
透
過
光
に
よ
っ
て
、
彩
色
の
指
示
書
を
巻
十
一
第
九
紙
（
図
1
）

と
巻
十
二
第
二
十
四
紙
に
確
認
。
ま
た
表
の
描
写
と
は
異
な
る
下
書
線
や
、
小
栗
が
乗
る
車
の
車

輪
を
描
く
際
の
十
字
の
基
準
線
（
巻
十
一
第
七
〜
十
三
紙
、
図
2
）、
円
規
を
用
い
た
際
に
つ
い
た

と
考
え
ら
れ
る
中
心
点
も
確
認
で
き
た
。
く
わ
え
て
本
紙
の
継
代
部
分
の
多
く
か
ら
、
金
銀
の
す

や
り
霞
や
彩
色
描
写
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
制
作
過
程
の
一
端
も
伺
え
た
。

　
前
年
度
ま
で
の
修
理
と
同
じ
く
、
軸
木
を
巻
く
軸
巻
紙
に
修
理
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
「
己
巳
年
三
月
中
」
に
、「
江
戸
通
本
石
町
三
町
目
」
の
「
兼
宣
」
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
を

寄
せ
一
巻
に
仕
立
直
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。
こ
れ
ま
で
の
修
理
銘
か
ら
己
巳
年
は
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
兼
宣
は
経
師
の
杉
江
五
兵
衛
兼
宣
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
巻
一
が
元
禄
元
年

十
一
月
、
巻
十
が
元
禄
二
年
三
月
上
旬
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
一
か
ら
順
次
修
理
を
進

め
て
い
た
こ
と
も
改
め
て
確
認
で
き
た
。

　
修
理
後
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
両
巻
と
も
本
来
各
二
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か

つ
今
後
の
取
り
扱
い
や
、
作
品
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
制
作
当
初
の
仕
立
て

に
従
い
、
各
巻
の
第
十
三
紙
と
第
十
四
紙
目
で
分
巻
し
て
計
四
巻
に
仕
立
て
直
し
た
。
そ
の
際
、

表
紙
、
巻
緒
、
見
返
し
、
軸
巻
、
八
双
、
軸
木
を
新
調
し
、
軸
首
は
分
巻
後
の
上
巻
は
元
使
い
、

下
巻
は
新
調
し
て
桐
製
の
太
巻
と
白
羽
二
重
の
包
裂
を
添
え
た
。

│
令
和
三
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
│

図1　彩色の指示書（巻11第9紙）

図2　車輪の基準線（巻11第7紙）図3　巻11修理墨書
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二
、
住
吉
物
語
絵
巻
　
二
巻
　
紙
本
着
色
　
室
町
時
代
（
十
六
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
修
護
﹈

　『
住
吉
物
語
』
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
継
子
物
語
の
一
書
で
、『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』

な
ど
に
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
学
史
上
比
較
的
早
い
段
階
で
成
立
し
た
物

語
作
品
で
あ
る
。
そ
の
絵
画
化
も
早
く
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
写
本
類
も
数
多
く
、
そ
の
せ
い

も
あ
っ
て
本
文
に
異
同
が
多
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
絵
巻
の
遺
例
と
し
て
は
東
京
国
立

博
物
館
本
や
静
嘉
堂
文
庫
本
な
ど
鎌
倉
時
代
に
遡
る
断
簡
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
多
様

な
作
例
が
遺
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
が
収
蔵
す
る
紙
本
着
色
《
住
吉
物
語
絵
巻
》
上
下
二
巻
は
、
室
町
時

代
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
註
1
）、
伝
来

過
程
で
上
下
巻
合
わ
せ
て
四
図
の
絵
画
場
面
を
逸
す
る
も
の
の
、
詞
書
の
本
文
を
完
備
す
る
も
の

と
し
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
と
並
ん
で
現
存
最
古
本
と
認
め
ら
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
上
巻
は
十
二
段
、
下
巻
は
十
三
段
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
巻
末
は
詞
書
の
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
二
図
ず
つ
欠
失
し
て
い
る
。

　
本
作
は
か
つ
て
宮
内
庁
書
陵
部
の
管
理
で
あ
っ
た
が
、
作
品
の
有
効
利
用
す
な
わ
ち
本
格
修
理

を
含
め
た
保
存
・
管
理
及
び
調
査
研
究
や
展
示
公
開
等
を
図
る
た
め
に
、
三
の
丸
尚
蔵
館
と
相
互

に
管
理
換
え
を
し
た
作
品
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
に
移
管
さ
れ
た
。
そ
れ
以

降
、
本
格
的
解
体
修
理
の
計
画
が
練
ら
れ
、
今
般
こ
れ
に
着
手
、
竣
工
し
た
。

　
本
作
の
修
理
以
前
の
状
態
は
、
中
世
の
紙
本
着
色
作
品
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
損
傷
、
す
な
わ

ち
絵
具
層
の
粉
状
化
及
び
剥
離
・
剥
落
、
料
紙
の
硬
化
に
よ
る
折
れ
や
亀
裂
、
経
年
に
よ
る
緑
青

焼
け
、
紙
繊
維
の
毛
羽
立
ち
、
料
紙
の
汚
損
、
過
去
の
修
理
に
お
い
て
施
さ
れ
た
不
適
切
な
旧
補

修
な
ど
、
放
置
し
て
お
け
ば
今
後
も
劣
化
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
肌

裏
を
含
め
た
裏
打
ち
紙
の
交
換
を
は
じ
め
、
絵
具
層
の
剥
落
止
め
、
料
紙
折
れ
の
補
修
、
欠
損
部

の
補
填
等
を
行
い
、
ま
た
太
巻
軸
を
添
え
保
存
箱
を
新
調
す
る
本
格
的
解
体
修
理
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
施
工
者
に
よ
る
報
告
書
に
基
づ
き
、
以
下
そ
の
修
理
工
程
を
略
記
す
る
。

①
修
理
着
手
前
調
査

　
写
真
撮
影
及
び
本
紙
料
紙
の
状
態
調
査
。

②
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
柔
ら
か
い
刷
毛
等
を
用
い
て
作
品
表
面
の
付
着
物
を
除
去
。

③
解
装

　
表
紙
、
軸
木
及
び
総
裏
紙
の
紙
継
ぎ
箇
所
で
継
ぎ
目
を
外
し
て
分
割
。

④
紙
質
調
査

　
新
規
補
修
紙
作
成
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
本
紙
料
紙
の
紙
質
調
査
を
実
施
。

⑤
剥
落
止
め

　
粉
状
化
、
剥
離
、
剥
落
が
見
ら
れ
る
絵
具
層
に
ウ
サ
ギ
膠
及
び
ウ
シ
膠
水
溶
液
を
塗
布
。

⑥
肌
裏
紙
以
外
の
裏
打
ち
紙
除
去

　
旧
肌
裏
紙
を
残
し
て
、
そ
の
他
の
裏
打
ち
紙
を
除
去
。
こ
の
状
態
で
詳
細
な
透
過
光
観
察
な
ど

を
行
っ
た
。

⑦
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
イ
オ
ン
交
換
水
を
用
い
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
絵
具
が
使
用
さ
れ
る
絵
画
料
紙
と
、
墨
の
み
に
よ

る
詞
書
料
紙
と
で
、
各
々
の
状
態
に
応
じ
た
方
法
を
使
い
分
け
た
（
後
述
）。

⑧
剥
落
止
め

　
ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
再
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑨
表
打
ち

　
作
品
表
面
の
保
護
の
た
め
に
表
打
ち
を
実
施
。
絵
画
料
紙
は
常
温
抽
出
フ
ノ
リ
、
詞
書
料
紙
は

水
を
用
い
て
養
生
紙
を
当
て
た
。

⑩
旧
肌
裏
紙
除
去

　
適
度
な
加
湿
を
行
い
、
旧
肌
裏
紙
を
除
去
。
こ
の
段
階
で
本
紙
料
紙
の
裏
面
か
ら
の
観
察
を

行
っ
た
。

⑪
補
修

　
紙
質
調
査
を
実
施
し
て
選
定
加
工
し
た
補
修
紙
を
本
紙
料
紙
の
欠
失
箇
所
に
補
填
し
、
作
品
天

地
に
足
し
紙
を
施
し
た
。

⑫
表
打
ち
除
去

　
表
打
ち
に
使
用
し
た
養
生
紙
と
フ
ノ
リ
を
除
去
。

⑬
肌
裏
打
ち

　
本
紙
料
紙
の
色
味
を
考
慮
し
て
染
色
し
た
美
濃
紙
を
用
い
て
新
規
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。
接
着

に
は
小
麦
澱
粉
糊
を
使
用
。

⑭
剥
落
止
め

　
ウ
サ
ギ
膠
水
溶
液
を
用
い
て
三
度
剥
落
止
め
を
実
施
。

⑮
表
紙
裂
及
び
見
返
し
紙
へ
の
肌
裏
打
ち

　
新
調
し
た
表
紙
裂
、
見
返
し
紙
、
軸
巻
き
に
肌
裏
打
ち
を
施
す
。
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ま
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ま
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（
図
3
）。
こ
れ
ま
で
の
修
理
銘
か
ら
己
巳
年
は
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
兼
宣
は
経
師
の
杉
江
五
兵
衛
兼
宣
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
巻
一
が
元
禄
元
年

十
一
月
、
巻
十
が
元
禄
二
年
三
月
上
旬
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
一
か
ら
順
次
修
理
を
進

め
て
い
た
こ
と
も
改
め
て
確
認
で
き
た
。

　
修
理
後
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
両
巻
と
も
本
来
各
二
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か

つ
今
後
の
取
り
扱
い
や
、
作
品
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
制
作
当
初
の
仕
立
て

に
従
い
、
各
巻
の
第
十
三
紙
と
第
十
四
紙
目
で
分
巻
し
て
計
四
巻
に
仕
立
て
直
し
た
。
そ
の
際
、

表
紙
、
巻
緒
、
見
返
し
、
軸
巻
、
八
双
、
軸
木
を
新
調
し
、
軸
首
は
分
巻
後
の
上
巻
は
元
使
い
、

下
巻
は
新
調
し
て
桐
製
の
太
巻
と
白
羽
二
重
の
包
裂
を
添
え
た
。

│
令
和
三
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
│

図1　彩色の指示書（巻11第9紙）

図2　車輪の基準線（巻11第7紙）図3　巻11修理墨書
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の
セ
ル
ロ
ー
ス
の
酸
化
を
促
進
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
緑
青
顔
料
と
膠
が
混
合
さ
れ
る
と
水
に
銅
イ
オ
ン
が
溶
出
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
（
註
2
）、
こ
れ
が
緑
青
焼
け
の
原
因
と
考
え
ら
れ
、
緑
青
絵
具

に
よ
る
基
底
材
の
劣
化
は
基
本
的
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
宿
命
と
い
え
る
。
同
じ
く
先
行
研
究
で

は
緑
青
塗
布
部
分
の
裏
打
ち
紙
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
実
験
に
よ
り
、
茶
褐
色
部
の
測
色
、
セ
ル

ロ
ー
ス
分
子
量
の
分
布
と
変
化
の
測
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
裏
打
ち
紙
に
銅
が
移
動
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
（
註
3
）。
茶
褐
色
の
汚
れ
の
正
体
は
明
確
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
銅

イ
オ
ン
に
よ
っ
て
セ
ル
ロ
ー
ス
分
子
が
破
壊
さ
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
今
後
、
保

存
科
学
領
域
に
よ
る
解
明
が
俟
た
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

吸
い
取
り
紙
に
輪
染
み
状
に
移
動
す
る
汚
れ
と
同
一
物
質
で
、
除
去
を
回
避
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
銅
イ
オ
ン
や
酸
化
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
水
を
使
っ
た

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
程
で
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
作
品
保
全
に
は
有
益
で
あ
る
。
仮
裏
法
で

は
、
本
紙
の
表
現
と
全
く
同
様
な
形
体
で
茶
褐
色
の
影
が
転
写
さ
れ
る
の
で
、
表
現
を
構
成
す
る

何
ら
か
の
要
素
が
目
減
り
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
嫌
い
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
問
題

の
な
い
施
工
と
判
断
し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
工
程
を
先
ず
裏
面
か
ら
行
う
こ
と
が
で

き
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
ま
た
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
恣
意
的
な
ポ
イ
ン
ト
で

汚
れ
を
除
去
す
る
の
に
対
し
て
、
仮
裏
法
は
料
紙
全
体
を
面
的
に
処
置
す
る
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
有
効
な
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

註（
1
） 

若
杉
準
治
「
宮
内
庁
本
住
吉
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
」『
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
。

（
2
） 

貴
田
啓
子
、
柏
谷
明
美
、
稲
葉
政
満
、
早
川
典
子
「
紙
の
緑
青
焼
け
に
及
ぼ
す
銅
成
分
と
膠
に
つ
い
て
」

（
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
三
十
九
回
大
会
発
表
）、
二
〇
一
七
年
。

（
3
） 

貴
田
啓
子
、
岡
泰
央
、
稲
葉
政
満
、
早
川
典
子
「
緑
青
焼
け
絹
本
絵
画
に
お
け
る
裏
打
紙
の
劣
化
現
象
」

『
マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
学
会
誌
』
二
十
八
（
二
）、
マ
テ
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
学
会
、
二
〇
一
六
年
。

図4　《住吉物語絵巻》上巻　第2段（修理前）

図5　仮裏紙に移動した汚れ（上巻　第2段）
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⑯
増
裏
打
ち

　
胡
粉
入
り
美
栖
紙
を
用
い
て
増
裏
打
ち
を
行
い
、
厚
み
や
コ
シ
を
調
整
。
接
着
に
は
古
糊
を
使

用
。
増
裏
打
ち
後
は
仮
張
り
板
に
貼
り
込
み
乾
燥
さ
せ
た
。

⑰
本
紙
料
紙
の
折
れ
の
修
繕

　
本
紙
裏
面
よ
り
折
れ
伏
せ
を
貼
付
し
た
。

⑱
本
紙
継
ぎ

　
仮
張
り
が
で
き
る
程
度
の
長
さ
に
本
紙
継
ぎ
を
行
う
。

⑲
総
裏
打
ち

　
総
裏
用
に
作
製
し
た
混
合
紙
を
用
い
総
裏
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
仮
張
り
し
た
。
接
着
に
は
小

麦
澱
粉
糊
と
フ
ノ
リ
の
混
合
糊
を
使
用
。

⑳
補
彩

　
新
規
に
補
修
紙
を
補
填
し
た
箇
所
に
の
み
補
彩
を
施
し
た
。
加
筆
・
補
筆
は
行
わ
ず
、
画
面
の

基
調
色
を
ベ
ー
ス
に
調
整
し
た
。

㉑
仕
上
げ

　
仮
張
り
に
よ
っ
て
充
分
に
乾
燥
さ
せ
た
後
、
全
て
の
本
紙
料
紙
を
継
ぎ
、
新
調
し
た
軸
木
、
軸

首
、
表
紙
裂
、
見
返
し
、
八
双
、
紐
等
を
取
り
付
け
巻
子
装
に
仕
上
げ
た
。

㉒
保
存

　
正
絹
製
包
み
布
、
桐
製
太
巻
添
え
軸
、
桐
製
印
籠
蓋
箱
を
作
製
。

㉓
報
告
書
作
成

　
修
理
後
の
写
真
撮
影
を
行
い
、
修
理
報
告
書
を
作
成
し
た
。

　
さ
て
、
上
記
工
程
に
よ
る
解
体
修
理
に
お
い
て
、
作
品
の
在
り
方
に
関
わ
る
変
更
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
、
簡
潔
に
記
録
し
て
お
く
。

　
表
紙
及
び
見
返
し
は
、
修
理
前
は
そ
れ
ぞ
れ
茶
紗
綾
型
に
丸
文
金
砂
子
草
花
文
料
紙
と
、
七
宝

文
金
箔
料
紙
で
あ
っ
た
が
（
カ
ラ
ー
口
絵
22
、
23
）、
劣
化
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
、
中
世
の
継
子

物
語
絵
巻
と
い
う
画
題
に
対
し
て
落
ち
着
き
が
な
い
印
象
が
強
く
、
相
応
し
い
も
の
を
新
調
し
て

取
替
え
る
こ
と
と
し
た
。
修
理
後
は
表
紙
に
は
萌
黄
地
野
菊
唐
草
文
綾
を
、
見
返
し
は
金
切
箔
砂

子
撒
き
料
紙
を
新
調
し
て
取
り
合
わ
せ
、
よ
り
華
奢
な
印
象
を
与
え
る
仕
立
て
と
し
た
（
カ
ラ
ー

口
絵
24
、
25
）。
ま
た
巻
緒
は
修
理
前
は
紫
の
安
田
組
紐
で
あ
っ
た
の
を
、
正
絹
五
色
唐
組
組
紐
を

新
調
し
取
り
合
わ
せ
た
。
巻
い
た
時
の
姿
は
、
太
巻
添
え
軸
が
伴
う
も
の
の
、
以
前
よ
り
軽
妙
で

清
々
し
い
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
旧
状
で
は
上
下
巻
と
も
金
箔
料
紙
の
見
返
し
と
詞
書
第
一
紙
と
の
間
に
お
よ
そ
一
二
㎝
ほ

ど
の
巾
で
隔
水
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
カ
ラ
ー
口
絵
23
）。
こ
れ
は
本
紙
料
紙
と
は
異
な
る
紙
質
の

楮
紙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
本
来
は
中
国
風
の
巻
子
装
に
用
い
ら
れ
る
装
丁
で
、
恐
ら
く

は
本
絵
巻
制
作
当
初
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
過
去
の
修
理
に
際
し
て
何
ら
か
の
判
断
で
付
加
さ

れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
に
は
「
図
書
寮
印
」
が
、
ま
た
そ
の
裏
面
の
総
裏
紙
に
は

「
主
殿
寮
所
蔵
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
の
で
、
隔
水
部
は
旧
総
裏
紙
と
併
せ
て
取
り
外
し
て

別
置
保
存
と
し
た
。
本
紙
の
天
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
㎜
程
度
の
足
し
紙
を
施
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
今
般
の
修
理
で
は
特
に
留
意
を
促
す
興
味
深
い
手
法
が
行
わ
れ
た
の
で
、
以
下
に
簡

単
に
記
す
。
そ
れ
は
先
の
修
理
工
程
⑦
で
示
し
た
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
方
法
で
、
本
作
は

特
に
緑
青
な
ど
の
絵
具
が
用
い
ら
れ
る
絵
の
部
分
の
料
紙
と
、
墨
の
み
が
使
用
さ
れ
る
詞
書
料
紙

と
で
は
劣
化
の
程
度
が
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
修
理
を
安
全
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
方
法
で
処
置
し
た
。
緑
青
が
塗
ら
れ
た
部
分
の
料
紙
は
裏
面
か
ら
観
察
す
る
と
茶
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
が
、
こ
の
茶
褐
色
の
汚
れ
は
水
に
容
易
に
溶
け
て
動
く
性
質
が
あ
る
。
そ
の
た
め

修
理
に
お
い
て
は
水
や
糊
な
ど
の
液
体
を
用
い
る
加
湿
工
程
に
先
駆
け
て
、
移
動
す
る
恐
れ
の
あ

る
汚
れ
を
安
全
に
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
工
程
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ぶ

が
、
本
来
的
に
は
「
き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
加
湿
処
置
を
安
全
に

行
う
た
め
の
準
備
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
は
、
イ
オ

ン
交
換
水
を
作
品
表
面
か
ら
噴
霧
し
、
溶
け
出
し
た
茶
褐
色
の
汚
れ
を
作
品
の
下
に
敷
い
た
吸
い

取
り
紙
に
吸
収
さ
せ
る
方
法
で
行
う
。
今
回
の
修
理
で
も
詞
書
料
紙
に
つ
い
て
は
こ
の
一
般
的
な

方
法
で
行
っ
た
。
し
か
し
絵
の
料
紙
で
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
手
法
が
先
ず
用
い
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
本
紙
料
紙
に
旧
肌
裏
紙
が
着
い
た
ま
ま
の
状
態
で
裏
面
に
フ
ノ
リ
を
用
い
て
楮

紙
を
仮
裏
打
ち
し
、
そ
れ
を
仮
張
り
板
に
裏
面
向
き
に
張
り
込
ん
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
フ
ノ
リ
の
界
面
活
性
作
用
が
効
果
的
に
働
き
、
水
溶
性
の
汚
れ
が
裏
面
の
仮
裏
紙
に
ゆ
っ
く

り
と
移
動
し
て
い
く
。
こ
れ
を
修
理
技
術
者
間
で
は
「
仮
裏
法
」
と
呼
ぶ
よ
う
だ
が
、
最
初
の
段

階
で
本
紙
表
面
に
水
を
噴
霧
し
な
い
の
で
、
水
溶
性
の
茶
褐
色
の
汚
れ
が
面
的
に
拡
散
し
て
画
面

を
損
な
う
危
険
性
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
仮
裏
法
で
第
一
段
階
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
裏

面
か
ら
行
っ
た
後
に
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に
こ
の
工
程
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
仮
裏
紙
に
移
動
し
た
汚
れ
は
、
画
面
の
図
様
と
合
同
な
痕
跡
を
示
す
が

（
図
4
、
5
）、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
痕
跡
が
作
品
の
表
現
を
構
成
す
る
何
ら
か
の
要
素

が
失
わ
れ
た
現
象
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
緑
青
や
群
青
な
ど
銅
を
含
む
彩
色
材

が
紙
や
絹
と
い
っ
た
絵
画
作
品
の
基
底
材
を
局
所
的
に
茶
褐
色
に
変
色
さ
せ
、
極
度
に
脆
弱
化
さ

せ
る
劣
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
銅
イ
オ
ン
が
紙
の
主
成
分
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の
セ
ル
ロ
ー
ス
の
酸
化
を
促
進
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
緑
青
顔
料
と
膠
が
混
合
さ
れ
る
と
水
に
銅
イ
オ
ン
が
溶
出
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
（
註
2
）、
こ
れ
が
緑
青
焼
け
の
原
因
と
考
え
ら
れ
、
緑
青
絵
具

に
よ
る
基
底
材
の
劣
化
は
基
本
的
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
宿
命
と
い
え
る
。
同
じ
く
先
行
研
究
で

は
緑
青
塗
布
部
分
の
裏
打
ち
紙
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
実
験
に
よ
り
、
茶
褐
色
部
の
測
色
、
セ
ル

ロ
ー
ス
分
子
量
の
分
布
と
変
化
の
測
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
裏
打
ち
紙
に
銅
が
移
動
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
（
註
3
）。
茶
褐
色
の
汚
れ
の
正
体
は
明
確
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
銅

イ
オ
ン
に
よ
っ
て
セ
ル
ロ
ー
ス
分
子
が
破
壊
さ
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
今
後
、
保

存
科
学
領
域
に
よ
る
解
明
が
俟
た
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

吸
い
取
り
紙
に
輪
染
み
状
に
移
動
す
る
汚
れ
と
同
一
物
質
で
、
除
去
を
回
避
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
銅
イ
オ
ン
や
酸
化
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
水
を
使
っ
た

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
程
で
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
作
品
保
全
に
は
有
益
で
あ
る
。
仮
裏
法
で

は
、
本
紙
の
表
現
と
全
く
同
様
な
形
体
で
茶
褐
色
の
影
が
転
写
さ
れ
る
の
で
、
表
現
を
構
成
す
る

何
ら
か
の
要
素
が
目
減
り
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
嫌
い
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
問
題

の
な
い
施
工
と
判
断
し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
工
程
を
先
ず
裏
面
か
ら
行
う
こ
と
が
で

き
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
ま
た
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
恣
意
的
な
ポ
イ
ン
ト
で

汚
れ
を
除
去
す
る
の
に
対
し
て
、
仮
裏
法
は
料
紙
全
体
を
面
的
に
処
置
す
る
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
有
効
な
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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若
杉
準
治
「
宮
内
庁
本
住
吉
物
語
絵
巻
に
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い
て
」『
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
一
六
年
。

（
2
） 

貴
田
啓
子
、
柏
谷
明
美
、
稲
葉
政
満
、
早
川
典
子
「
紙
の
緑
青
焼
け
に
及
ぼ
す
銅
成
分
と
膠
に
つ
い
て
」

（
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化
財
保
存
修
復
学
会
第
三
十
九
回
大
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発
表
）、
二
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一
七
年
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啓
子
、
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泰
央
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稲
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、
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焼
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絹
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お
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裏
打
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劣
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象
」
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ア
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誌
』
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、
二
〇
一
六
年
。

図4　《住吉物語絵巻》上巻　第2段（修理前）

図5　仮裏紙に移動した汚れ（上巻　第2段）
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⑯
増
裏
打
ち

　
胡
粉
入
り
美
栖
紙
を
用
い
て
増
裏
打
ち
を
行
い
、
厚
み
や
コ
シ
を
調
整
。
接
着
に
は
古
糊
を
使

用
。
増
裏
打
ち
後
は
仮
張
り
板
に
貼
り
込
み
乾
燥
さ
せ
た
。

⑰
本
紙
料
紙
の
折
れ
の
修
繕

　
本
紙
裏
面
よ
り
折
れ
伏
せ
を
貼
付
し
た
。

⑱
本
紙
継
ぎ

　
仮
張
り
が
で
き
る
程
度
の
長
さ
に
本
紙
継
ぎ
を
行
う
。

⑲
総
裏
打
ち

　
総
裏
用
に
作
製
し
た
混
合
紙
を
用
い
総
裏
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
仮
張
り
し
た
。
接
着
に
は
小

麦
澱
粉
糊
と
フ
ノ
リ
の
混
合
糊
を
使
用
。

⑳
補
彩

　
新
規
に
補
修
紙
を
補
填
し
た
箇
所
に
の
み
補
彩
を
施
し
た
。
加
筆
・
補
筆
は
行
わ
ず
、
画
面
の

基
調
色
を
ベ
ー
ス
に
調
整
し
た
。

㉑
仕
上
げ

　
仮
張
り
に
よ
っ
て
充
分
に
乾
燥
さ
せ
た
後
、
全
て
の
本
紙
料
紙
を
継
ぎ
、
新
調
し
た
軸
木
、
軸

首
、
表
紙
裂
、
見
返
し
、
八
双
、
紐
等
を
取
り
付
け
巻
子
装
に
仕
上
げ
た
。

㉒
保
存

　
正
絹
製
包
み
布
、
桐
製
太
巻
添
え
軸
、
桐
製
印
籠
蓋
箱
を
作
製
。

㉓
報
告
書
作
成

　
修
理
後
の
写
真
撮
影
を
行
い
、
修
理
報
告
書
を
作
成
し
た
。

　
さ
て
、
上
記
工
程
に
よ
る
解
体
修
理
に
お
い
て
、
作
品
の
在
り
方
に
関
わ
る
変
更
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
、
簡
潔
に
記
録
し
て
お
く
。

　
表
紙
及
び
見
返
し
は
、
修
理
前
は
そ
れ
ぞ
れ
茶
紗
綾
型
に
丸
文
金
砂
子
草
花
文
料
紙
と
、
七
宝

文
金
箔
料
紙
で
あ
っ
た
が
（
カ
ラ
ー
口
絵
22
、
23
）、
劣
化
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
、
中
世
の
継
子

物
語
絵
巻
と
い
う
画
題
に
対
し
て
落
ち
着
き
が
な
い
印
象
が
強
く
、
相
応
し
い
も
の
を
新
調
し
て

取
替
え
る
こ
と
と
し
た
。
修
理
後
は
表
紙
に
は
萌
黄
地
野
菊
唐
草
文
綾
を
、
見
返
し
は
金
切
箔
砂

子
撒
き
料
紙
を
新
調
し
て
取
り
合
わ
せ
、
よ
り
華
奢
な
印
象
を
与
え
る
仕
立
て
と
し
た
（
カ
ラ
ー

口
絵
24
、
25
）。
ま
た
巻
緒
は
修
理
前
は
紫
の
安
田
組
紐
で
あ
っ
た
の
を
、
正
絹
五
色
唐
組
組
紐
を

新
調
し
取
り
合
わ
せ
た
。
巻
い
た
時
の
姿
は
、
太
巻
添
え
軸
が
伴
う
も
の
の
、
以
前
よ
り
軽
妙
で

清
々
し
い
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
旧
状
で
は
上
下
巻
と
も
金
箔
料
紙
の
見
返
し
と
詞
書
第
一
紙
と
の
間
に
お
よ
そ
一
二
㎝
ほ

ど
の
巾
で
隔
水
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
カ
ラ
ー
口
絵
23
）。
こ
れ
は
本
紙
料
紙
と
は
異
な
る
紙
質
の

楮
紙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
本
来
は
中
国
風
の
巻
子
装
に
用
い
ら
れ
る
装
丁
で
、
恐
ら
く

は
本
絵
巻
制
作
当
初
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
過
去
の
修
理
に
際
し
て
何
ら
か
の
判
断
で
付
加
さ

れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
に
は
「
図
書
寮
印
」
が
、
ま
た
そ
の
裏
面
の
総
裏
紙
に
は

「
主
殿
寮
所
蔵
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
の
で
、
隔
水
部
は
旧
総
裏
紙
と
併
せ
て
取
り
外
し
て

別
置
保
存
と
し
た
。
本
紙
の
天
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
㎜
程
度
の
足
し
紙
を
施
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
今
般
の
修
理
で
は
特
に
留
意
を
促
す
興
味
深
い
手
法
が
行
わ
れ
た
の
で
、
以
下
に
簡

単
に
記
す
。
そ
れ
は
先
の
修
理
工
程
⑦
で
示
し
た
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
方
法
で
、
本
作
は

特
に
緑
青
な
ど
の
絵
具
が
用
い
ら
れ
る
絵
の
部
分
の
料
紙
と
、
墨
の
み
が
使
用
さ
れ
る
詞
書
料
紙

と
で
は
劣
化
の
程
度
が
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
修
理
を
安
全
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
方
法
で
処
置
し
た
。
緑
青
が
塗
ら
れ
た
部
分
の
料
紙
は
裏
面
か
ら
観
察
す
る
と
茶
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
が
、
こ
の
茶
褐
色
の
汚
れ
は
水
に
容
易
に
溶
け
て
動
く
性
質
が
あ
る
。
そ
の
た
め

修
理
に
お
い
て
は
水
や
糊
な
ど
の
液
体
を
用
い
る
加
湿
工
程
に
先
駆
け
て
、
移
動
す
る
恐
れ
の
あ

る
汚
れ
を
安
全
に
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
工
程
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ぶ

が
、
本
来
的
に
は
「
き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
加
湿
処
置
を
安
全
に

行
う
た
め
の
準
備
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
は
、
イ
オ

ン
交
換
水
を
作
品
表
面
か
ら
噴
霧
し
、
溶
け
出
し
た
茶
褐
色
の
汚
れ
を
作
品
の
下
に
敷
い
た
吸
い

取
り
紙
に
吸
収
さ
せ
る
方
法
で
行
う
。
今
回
の
修
理
で
も
詞
書
料
紙
に
つ
い
て
は
こ
の
一
般
的
な

方
法
で
行
っ
た
。
し
か
し
絵
の
料
紙
で
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
手
法
が
先
ず
用
い
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
本
紙
料
紙
に
旧
肌
裏
紙
が
着
い
た
ま
ま
の
状
態
で
裏
面
に
フ
ノ
リ
を
用
い
て
楮

紙
を
仮
裏
打
ち
し
、
そ
れ
を
仮
張
り
板
に
裏
面
向
き
に
張
り
込
ん
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
フ
ノ
リ
の
界
面
活
性
作
用
が
効
果
的
に
働
き
、
水
溶
性
の
汚
れ
が
裏
面
の
仮
裏
紙
に
ゆ
っ
く

り
と
移
動
し
て
い
く
。
こ
れ
を
修
理
技
術
者
間
で
は
「
仮
裏
法
」
と
呼
ぶ
よ
う
だ
が
、
最
初
の
段

階
で
本
紙
表
面
に
水
を
噴
霧
し
な
い
の
で
、
水
溶
性
の
茶
褐
色
の
汚
れ
が
面
的
に
拡
散
し
て
画
面

を
損
な
う
危
険
性
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
仮
裏
法
で
第
一
段
階
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
裏

面
か
ら
行
っ
た
後
に
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に
こ
の
工
程
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
仮
裏
紙
に
移
動
し
た
汚
れ
は
、
画
面
の
図
様
と
合
同
な
痕
跡
を
示
す
が

（
図
4
、
5
）、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
痕
跡
が
作
品
の
表
現
を
構
成
す
る
何
ら
か
の
要
素

が
失
わ
れ
た
現
象
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
緑
青
や
群
青
な
ど
銅
を
含
む
彩
色
材

が
紙
や
絹
と
い
っ
た
絵
画
作
品
の
基
底
材
を
局
所
的
に
茶
褐
色
に
変
色
さ
せ
、
極
度
に
脆
弱
化
さ

せ
る
劣
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
銅
イ
オ
ン
が
紙
の
主
成
分
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の
セ
ル
ロ
ー
ス
の
酸
化
を
促
進
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
緑
青
顔
料
と
膠
が
混
合
さ
れ
る
と
水
に
銅
イ
オ
ン
が
溶
出
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
（
註
2
）、
こ
れ
が
緑
青
焼
け
の
原
因
と
考
え
ら
れ
、
緑
青
絵
具

に
よ
る
基
底
材
の
劣
化
は
基
本
的
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
宿
命
と
い
え
る
。
同
じ
く
先
行
研
究
で

は
緑
青
塗
布
部
分
の
裏
打
ち
紙
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
実
験
に
よ
り
、
茶
褐
色
部
の
測
色
、
セ
ル

ロ
ー
ス
分
子
量
の
分
布
と
変
化
の
測
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
裏
打
ち
紙
に
銅
が
移
動
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
（
註
3
）。
茶
褐
色
の
汚
れ
の
正
体
は
明
確
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
銅

イ
オ
ン
に
よ
っ
て
セ
ル
ロ
ー
ス
分
子
が
破
壊
さ
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
今
後
、
保

存
科
学
領
域
に
よ
る
解
明
が
俟
た
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

吸
い
取
り
紙
に
輪
染
み
状
に
移
動
す
る
汚
れ
と
同
一
物
質
で
、
除
去
を
回
避
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
銅
イ
オ
ン
や
酸
化
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
水
を
使
っ
た

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
程
で
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
作
品
保
全
に
は
有
益
で
あ
る
。
仮
裏
法
で

は
、
本
紙
の
表
現
と
全
く
同
様
な
形
体
で
茶
褐
色
の
影
が
転
写
さ
れ
る
の
で
、
表
現
を
構
成
す
る

何
ら
か
の
要
素
が
目
減
り
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
嫌
い
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
は
問
題

の
な
い
施
工
と
判
断
し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
工
程
を
先
ず
裏
面
か
ら
行
う
こ
と
が
で

き
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
ま
た
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
恣
意
的
な
ポ
イ
ン
ト
で

汚
れ
を
除
去
す
る
の
に
対
し
て
、
仮
裏
法
は
料
紙
全
体
を
面
的
に
処
置
す
る
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
有
効
な
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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、
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年
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図4　《住吉物語絵巻》上巻　第2段（修理前）

図5　仮裏紙に移動した汚れ（上巻　第2段）
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た
。
接
着
に
は
小

麦
澱
粉
糊
と
フ
ノ
リ
の
混
合
糊
を
使
用
。

⑳
補
彩

　
新
規
に
補
修
紙
を
補
填
し
た
箇
所
に
の
み
補
彩
を
施
し
た
。
加
筆
・
補
筆
は
行
わ
ず
、
画
面
の

基
調
色
を
ベ
ー
ス
に
調
整
し
た
。

㉑
仕
上
げ

　
仮
張
り
に
よ
っ
て
充
分
に
乾
燥
さ
せ
た
後
、
全
て
の
本
紙
料
紙
を
継
ぎ
、
新
調
し
た
軸
木
、
軸

首
、
表
紙
裂
、
見
返
し
、
八
双
、
紐
等
を
取
り
付
け
巻
子
装
に
仕
上
げ
た
。

㉒
保
存

　
正
絹
製
包
み
布
、
桐
製
太
巻
添
え
軸
、
桐
製
印
籠
蓋
箱
を
作
製
。

㉓
報
告
書
作
成

　
修
理
後
の
写
真
撮
影
を
行
い
、
修
理
報
告
書
を
作
成
し
た
。

　
さ
て
、
上
記
工
程
に
よ
る
解
体
修
理
に
お
い
て
、
作
品
の
在
り
方
に
関
わ
る
変
更
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
、
簡
潔
に
記
録
し
て
お
く
。

　
表
紙
及
び
見
返
し
は
、
修
理
前
は
そ
れ
ぞ
れ
茶
紗
綾
型
に
丸
文
金
砂
子
草
花
文
料
紙
と
、
七
宝

文
金
箔
料
紙
で
あ
っ
た
が
（
カ
ラ
ー
口
絵
22
、
23
）、
劣
化
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
、
中
世
の
継
子

物
語
絵
巻
と
い
う
画
題
に
対
し
て
落
ち
着
き
が
な
い
印
象
が
強
く
、
相
応
し
い
も
の
を
新
調
し
て

取
替
え
る
こ
と
と
し
た
。
修
理
後
は
表
紙
に
は
萌
黄
地
野
菊
唐
草
文
綾
を
、
見
返
し
は
金
切
箔
砂

子
撒
き
料
紙
を
新
調
し
て
取
り
合
わ
せ
、
よ
り
華
奢
な
印
象
を
与
え
る
仕
立
て
と
し
た
（
カ
ラ
ー

口
絵
24
、
25
）。
ま
た
巻
緒
は
修
理
前
は
紫
の
安
田
組
紐
で
あ
っ
た
の
を
、
正
絹
五
色
唐
組
組
紐
を

新
調
し
取
り
合
わ
せ
た
。
巻
い
た
時
の
姿
は
、
太
巻
添
え
軸
が
伴
う
も
の
の
、
以
前
よ
り
軽
妙
で

清
々
し
い
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
旧
状
で
は
上
下
巻
と
も
金
箔
料
紙
の
見
返
し
と
詞
書
第
一
紙
と
の
間
に
お
よ
そ
一
二
㎝
ほ

ど
の
巾
で
隔
水
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
カ
ラ
ー
口
絵
23
）。
こ
れ
は
本
紙
料
紙
と
は
異
な
る
紙
質
の

楮
紙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
本
来
は
中
国
風
の
巻
子
装
に
用
い
ら
れ
る
装
丁
で
、
恐
ら
く

は
本
絵
巻
制
作
当
初
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
過
去
の
修
理
に
際
し
て
何
ら
か
の
判
断
で
付
加
さ

れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
に
は
「
図
書
寮
印
」
が
、
ま
た
そ
の
裏
面
の
総
裏
紙
に
は

「
主
殿
寮
所
蔵
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
の
で
、
隔
水
部
は
旧
総
裏
紙
と
併
せ
て
取
り
外
し
て

別
置
保
存
と
し
た
。
本
紙
の
天
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
㎜
程
度
の
足
し
紙
を
施
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
今
般
の
修
理
で
は
特
に
留
意
を
促
す
興
味
深
い
手
法
が
行
わ
れ
た
の
で
、
以
下
に
簡

単
に
記
す
。
そ
れ
は
先
の
修
理
工
程
⑦
で
示
し
た
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
方
法
で
、
本
作
は

特
に
緑
青
な
ど
の
絵
具
が
用
い
ら
れ
る
絵
の
部
分
の
料
紙
と
、
墨
の
み
が
使
用
さ
れ
る
詞
書
料
紙

と
で
は
劣
化
の
程
度
が
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
修
理
を
安
全
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
方
法
で
処
置
し
た
。
緑
青
が
塗
ら
れ
た
部
分
の
料
紙
は
裏
面
か
ら
観
察
す
る
と
茶
褐
色
に

変
色
し
て
い
る
が
、
こ
の
茶
褐
色
の
汚
れ
は
水
に
容
易
に
溶
け
て
動
く
性
質
が
あ
る
。
そ
の
た
め

修
理
に
お
い
て
は
水
や
糊
な
ど
の
液
体
を
用
い
る
加
湿
工
程
に
先
駆
け
て
、
移
動
す
る
恐
れ
の
あ

る
汚
れ
を
安
全
に
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
工
程
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ぶ

が
、
本
来
的
に
は
「
き
れ
い
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
加
湿
処
置
を
安
全
に

行
う
た
め
の
準
備
と
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
は
、
イ
オ

ン
交
換
水
を
作
品
表
面
か
ら
噴
霧
し
、
溶
け
出
し
た
茶
褐
色
の
汚
れ
を
作
品
の
下
に
敷
い
た
吸
い

取
り
紙
に
吸
収
さ
せ
る
方
法
で
行
う
。
今
回
の
修
理
で
も
詞
書
料
紙
に
つ
い
て
は
こ
の
一
般
的
な

方
法
で
行
っ
た
。
し
か
し
絵
の
料
紙
で
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
手
法
が
先
ず
用
い
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
本
紙
料
紙
に
旧
肌
裏
紙
が
着
い
た
ま
ま
の
状
態
で
裏
面
に
フ
ノ
リ
を
用
い
て
楮

紙
を
仮
裏
打
ち
し
、
そ
れ
を
仮
張
り
板
に
裏
面
向
き
に
張
り
込
ん
で
乾
燥
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
フ
ノ
リ
の
界
面
活
性
作
用
が
効
果
的
に
働
き
、
水
溶
性
の
汚
れ
が
裏
面
の
仮
裏
紙
に
ゆ
っ
く

り
と
移
動
し
て
い
く
。
こ
れ
を
修
理
技
術
者
間
で
は
「
仮
裏
法
」
と
呼
ぶ
よ
う
だ
が
、
最
初
の
段

階
で
本
紙
表
面
に
水
を
噴
霧
し
な
い
の
で
、
水
溶
性
の
茶
褐
色
の
汚
れ
が
面
的
に
拡
散
し
て
画
面

を
損
な
う
危
険
性
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
仮
裏
法
で
第
一
段
階
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
裏

面
か
ら
行
っ
た
後
に
通
常
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に
こ
の
工
程
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
仮
裏
紙
に
移
動
し
た
汚
れ
は
、
画
面
の
図
様
と
合
同
な
痕
跡
を
示
す
が

（
図
4
、
5
）、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
痕
跡
が
作
品
の
表
現
を
構
成
す
る
何
ら
か
の
要
素

が
失
わ
れ
た
現
象
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
緑
青
や
群
青
な
ど
銅
を
含
む
彩
色
材

が
紙
や
絹
と
い
っ
た
絵
画
作
品
の
基
底
材
を
局
所
的
に
茶
褐
色
に
変
色
さ
せ
、
極
度
に
脆
弱
化
さ

せ
る
劣
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
銅
イ
オ
ン
が
紙
の
主
成
分
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三
、
金
沢
本
万
葉
集
　
一
帖
　
藤
原
定
信
筆
　
紙
本
墨
書
　
平
安
時
代
（
十
二
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
岡
墨
光
堂
﹈

　
本
作
品
の
修
理
事
業
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
三
年
度
ま
で
の
二
箇
年
計
画
と
し
て
施
工
さ
れ
（
第

一
年
目
の
概
要
は
、
紀
要
第
二
十
七
号
を
参
照
）、
本
年
度
は
事
業
の
第
二
年
目
と
し
て
、（
九
）
欠

損
箇
所
に
、
前
年
度
作
成
の
補
修
紙
を
補
填
（
図
6
）、（
一
〇
）
本
紙
ノ
ド
（
見
開
き
中
央
部
分
の

通
称
）
部
分
の
補
強
、（
一
一
）
表
紙
及
び
見
返
し
の
解
体
、
補
修
紙
及
び
裏
打
ち
の
打
ち
替
え
、
背

裂
の
新
調
、（
一
二
）
本
紙
料
紙
を
整
え
て
糊
付
け
し
、
表
紙
見
返
し
、
背
裂
を
取
り
付
け
冊
子
装

へ
の
仕
立
て
。
修
理
後
、
巻
第
二
、
巻
第
四
の
二
冊
の
形
で
分
冊
と
し
、
元
の
表
紙
見
返
し
は
巻
第

二
に
取
り
付
け
、
巻
第
四
の
表
紙
と
見
返
し
に
つ
い
て
は
新
調
、（
一
三
）
保
存
箱
は
従
来
の
も
の
を

再
使
用
し
、
修
理
が
完
了
し
た
冊
子
の
納
入
ま
で
の
工
程
を
実
施
し
た
。
な
お
、
各
修
理
工
程
に
お

い
て
は
修
理
中
の
写
真
記
録
を
撮
影
し
、
絵
具
の
分
析
調
査
も
行
っ
た
。
そ
の
概
要
を
先
に
挙
げ
る
。

　
・
料
紙
一
紙
ご
と
に
つ
い
て
、
透
過
光
写
真
撮
影
を
行
っ
た

　
・
本
紙
任
意
箇
所
に
つ
い
て
、
顕
微
鏡
写
真
撮
影
（
一
〇
〇
倍
）
を
行
っ
た

　
・ 

本
紙
仕
立
て
前
の
一
紙
ご
と
の
状
態
で
、
高
精
細
写
真
撮
影
及
び
絵
具
分
析
を
行
っ
た
。
本

撮
影
お
よ
び
調
査
・
分
析
に
関
し
て
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
が
行
っ
た

　
以
上
の
工
程
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
列
記
す
る
。

（
イ
）
損
傷
の
顕
著
な
第
十
二
紙
の
補
修
に
つ
い
て

　
第
十
二
紙
（
第
二
十
三・二
十
四
丁
）
は
、
他
の
本
紙
に
比
べ
て
損
傷
が
多
く
確
認
さ
れ
、
冊
子

を
取
り
扱
う
際
に
よ
く
触
れ
る
本
紙
袖
部
分
の
劣
化
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
該
当
箇
所
に
補
填

す
る
補
修
紙
に
つ
い
て
は
、
他
箇
所
に
比
べ
て
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ほ
ぼ
全

紙
を
占
め
る
本
紙
原
料
で
あ
る
三
椏
繊
維
に
楮
繊
維
を
少
量
混
ぜ
て
漉
い
た
も
の
と
し
た
。
そ
の

配
合
比
は
三
椏
八
・
楮
二
と
し
、
三
椏
紙
と
し
て
の
風
合
い
を
保
ち
な
が
ら
も
、
柔
軟
性
を
持
た

せ
た
補
修
紙
を
作
製
し
使
用
し
た
。

（
ロ
）
巻
第
二
、
巻
第
四
の
分
冊
に
つ
い
て

　
本
作
品
は
、
巻
第
二
（
五
十
八
丁
）、
巻
第
三
目
次
（
二
丁
）、
巻
第
四
（
二
十
丁
）、
巻
第
六
（
六

丁
）
を
一
帖
に
仕
立
て
た
状
態
で
加
賀
藩
前
田
家
に
伝
来
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十
三
年
に
明
治
天

皇
に
献
上
さ
れ
た
際
に
、
巻
第
二
と
巻
第
四
断
簡
を
こ
の
帖
よ
り
抜
き
出
し
て
別
の
一
帖
に
仕
立
て
た

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
現
在
は
、
前
田
家
所
蔵
時
よ
り
も
紙
数
を
減
ら
し
た
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

全
七
十
八
丁
と
な
っ
た
冊
子
は
、
料
紙
を
糊
付
け
し
て
積
み
上
げ
た
粘
葉
装
と
い
う
構
造
上
、
紙
数

が
増
え
た
こ
と
で
、
取
扱
い
や
保
存
上
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
修
理
後
の
活
用
を
想

定
し
た
場
合
に
懸
念
が
残
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
修
理
事
業
に
お
い
て
、
所
有
者
、
修
理
技
術
者
、
修

理
事
業
に
協
力
を
仰
い
だ
有
識
者
の
間
で
、
修
理
後
の
形
態
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
現
状
の
形

態
が
、
比
較
的
近
年
に
改
変
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
か
つ
分
冊
よ
っ
て
一
冊
の
紙
数
を
減

ら
し
、
保
存
の
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
取
扱
い
時
の
冊
子
へ
の
負
担
軽
減
を
企
図
し
、

最
終
的
に
巻
第
二
と
巻
第
四
の
二
冊
に
分
冊
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
分
冊
に
伴
い
、
表
紙
、
見
返
し

に
つ
い
て
は
、
現
表
紙
に
「
万
葉
集
巻
第
二
」
と
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
修
理
後
の
巻

第
二
の
表
紙
、
見
返
し
と
し
て
再
利
用
し
、
巻
第
四
の
表
紙
、
見
返
し
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
蘇
芳
地

顕
文
紗
を
、
見
返
し
に
金
白
金
砂
子
切
箔
霞
文
料
紙
を
新
調
し
て
取
り
付
け
た
。

（
ハ
）
粘
葉
装
の
仕
立
て
に
つ
い
て

　
本
紙
料
紙
ノ
ド
の
糊
付
部
分
は
過
去
の
修
理
で
薄
く
相
剥
ぎ
に
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
確
認

さ
れ
た
。
将
来
的
に
装
瀇
修
理
の
耐
用
年
数
経
過
後
の
再
修
理
を
行
う
時
の
解
体
を
考
慮
し
て
、

糊
代
部
分
に
薄
い
楮
紙
を
貼
っ
て
補
強
し
、
本
紙
料
紙
と
の
接
着
を
行
っ
た
。
接
着
に
は
新
糊
と

布
海
苔
の
混
合
糊
を
用
い
、
一
紙
貼
り
合
わ
せ
る
ご
と
に
加
圧
、
乾
燥
さ
せ
、
料
紙
表
面
の
平
滑
、

安
定
化
を
図
り
（
新
糊
と
布
海
苔
の
混
合
糊
で
、
弱
い
接
着
力
と
粘
性
を
持
つ
布
海
苔
を
混
ぜ
る

こ
と
で
、
糊
代
部
分
の
乾
燥
速
度
を
緩
や
か
に
し
、
接
着
後
の
硬
化
収
縮
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可

能
）、
貼
り
合
わ
せ
作
業
を
慎
重
に
行
っ
た
。
修
理
後
、
粘
葉
装
に
仕
立
て
た
冊
子
を
開
披
す
る
際

は
、
糊
代
側
の
ノ
ド
部
分
が
開
き
難
く
、
不
自
然
な
折
れ
痕
の
付
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、

事
前
に
極
浅
く
折
り
跡
を
施
す
こ
と
で
、
自
然
に
ま
っ
す
ぐ
な
折
れ
痕
が
つ
く
手
掛
か
り
と
し
た
。

（
ニ
）
墨
書
の
確
認

　
第
九
紙
、
第
十
九
紙
で
糊
付
け
さ
れ
て
い
た
本
紙
裏
面
ノ
ド
部
分
に
、
第
十
一
紙
、
第
十
三
紙

の
本
紙
裏
面
の
袖
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
表
紙
と
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い

た
見
返
し
に
つ
い
て
、
修
理
の
過
程
で
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
部
分
よ
り
「
そ

で
」
と
書
か
れ
た
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
（
図
7
）。

図6　補修紙の補填

図7　表紙見返し裏面墨書

52

三
、
金
沢
本
万
葉
集
　
一
帖
　
藤
原
定
信
筆
　
紙
本
墨
書
　
平
安
時
代
（
十
二
世
紀
）

﹇
施
工
│
（
株
）
岡
墨
光
堂
﹈

　
本
作
品
の
修
理
事
業
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
三
年
度
ま
で
の
二
箇
年
計
画
と
し
て
施
工
さ
れ
（
第

一
年
目
の
概
要
は
、
紀
要
第
二
十
七
号
を
参
照
）、
本
年
度
は
事
業
の
第
二
年
目
と
し
て
、（
九
）
欠

損
箇
所
に
、
前
年
度
作
成
の
補
修
紙
を
補
填
（
図
6
）、（
一
〇
）
本
紙
ノ
ド
（
見
開
き
中
央
部
分
の

通
称
）
部
分
の
補
強
、（
一
一
）
表
紙
及
び
見
返
し
の
解
体
、
補
修
紙
及
び
裏
打
ち
の
打
ち
替
え
、
背

裂
の
新
調
、（
一
二
）
本
紙
料
紙
を
整
え
て
糊
付
け
し
、
表
紙
見
返
し
、
背
裂
を
取
り
付
け
冊
子
装

へ
の
仕
立
て
。
修
理
後
、
巻
第
二
、
巻
第
四
の
二
冊
の
形
で
分
冊
と
し
、
元
の
表
紙
見
返
し
は
巻
第

二
に
取
り
付
け
、
巻
第
四
の
表
紙
と
見
返
し
に
つ
い
て
は
新
調
、（
一
三
）
保
存
箱
は
従
来
の
も
の
を

再
使
用
し
、
修
理
が
完
了
し
た
冊
子
の
納
入
ま
で
の
工
程
を
実
施
し
た
。
な
お
、
各
修
理
工
程
に
お

い
て
は
修
理
中
の
写
真
記
録
を
撮
影
し
、
絵
具
の
分
析
調
査
も
行
っ
た
。
そ
の
概
要
を
先
に
挙
げ
る
。

　
・
料
紙
一
紙
ご
と
に
つ
い
て
、
透
過
光
写
真
撮
影
を
行
っ
た

　
・
本
紙
任
意
箇
所
に
つ
い
て
、
顕
微
鏡
写
真
撮
影
（
一
〇
〇
倍
）
を
行
っ
た

　
・ 

本
紙
仕
立
て
前
の
一
紙
ご
と
の
状
態
で
、
高
精
細
写
真
撮
影
及
び
絵
具
分
析
を
行
っ
た
。
本

撮
影
お
よ
び
調
査
・
分
析
に
関
し
て
は
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
が
行
っ
た

　
以
上
の
工
程
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
列
記
す
る
。

（
イ
）
損
傷
の
顕
著
な
第
十
二
紙
の
補
修
に
つ
い
て

　
第
十
二
紙
（
第
二
十
三・二
十
四
丁
）
は
、
他
の
本
紙
に
比
べ
て
損
傷
が
多
く
確
認
さ
れ
、
冊
子

を
取
り
扱
う
際
に
よ
く
触
れ
る
本
紙
袖
部
分
の
劣
化
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
該
当
箇
所
に
補
填

す
る
補
修
紙
に
つ
い
て
は
、
他
箇
所
に
比
べ
て
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ほ
ぼ
全

紙
を
占
め
る
本
紙
原
料
で
あ
る
三
椏
繊
維
に
楮
繊
維
を
少
量
混
ぜ
て
漉
い
た
も
の
と
し
た
。
そ
の

配
合
比
は
三
椏
八
・
楮
二
と
し
、
三
椏
紙
と
し
て
の
風
合
い
を
保
ち
な
が
ら
も
、
柔
軟
性
を
持
た

せ
た
補
修
紙
を
作
製
し
使
用
し
た
。

（
ロ
）
巻
第
二
、
巻
第
四
の
分
冊
に
つ
い
て

　
本
作
品
は
、
巻
第
二
（
五
十
八
丁
）、
巻
第
三
目
次
（
二
丁
）、
巻
第
四
（
二
十
丁
）、
巻
第
六
（
六

丁
）
を
一
帖
に
仕
立
て
た
状
態
で
加
賀
藩
前
田
家
に
伝
来
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十
三
年
に
明
治
天

皇
に
献
上
さ
れ
た
際
に
、
巻
第
二
と
巻
第
四
断
簡
を
こ
の
帖
よ
り
抜
き
出
し
て
別
の
一
帖
に
仕
立
て
た

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
現
在
は
、
前
田
家
所
蔵
時
よ
り
も
紙
数
を
減
ら
し
た
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

全
七
十
八
丁
と
な
っ
た
冊
子
は
、
料
紙
を
糊
付
け
し
て
積
み
上
げ
た
粘
葉
装
と
い
う
構
造
上
、
紙
数

が
増
え
た
こ
と
で
、
取
扱
い
や
保
存
上
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
修
理
後
の
活
用
を
想

定
し
た
場
合
に
懸
念
が
残
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
修
理
事
業
に
お
い
て
、
所
有
者
、
修
理
技
術
者
、
修

理
事
業
に
協
力
を
仰
い
だ
有
識
者
の
間
で
、
修
理
後
の
形
態
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
現
状
の
形

態
が
、
比
較
的
近
年
に
改
変
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
か
つ
分
冊
よ
っ
て
一
冊
の
紙
数
を
減

ら
し
、
保
存
の
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
取
扱
い
時
の
冊
子
へ
の
負
担
軽
減
を
企
図
し
、

最
終
的
に
巻
第
二
と
巻
第
四
の
二
冊
に
分
冊
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
分
冊
に
伴
い
、
表
紙
、
見
返
し

に
つ
い
て
は
、
現
表
紙
に
「
万
葉
集
巻
第
二
」
と
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
修
理
後
の
巻

第
二
の
表
紙
、
見
返
し
と
し
て
再
利
用
し
、
巻
第
四
の
表
紙
、
見
返
し
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
蘇
芳
地

顕
文
紗
を
、
見
返
し
に
金
白
金
砂
子
切
箔
霞
文
料
紙
を
新
調
し
て
取
り
付
け
た
。

（
ハ
）
粘
葉
装
の
仕
立
て
に
つ
い
て

　
本
紙
料
紙
ノ
ド
の
糊
付
部
分
は
過
去
の
修
理
で
薄
く
相
剥
ぎ
に
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
確
認

さ
れ
た
。
将
来
的
に
装
瀇
修
理
の
耐
用
年
数
経
過
後
の
再
修
理
を
行
う
時
の
解
体
を
考
慮
し
て
、

糊
代
部
分
に
薄
い
楮
紙
を
貼
っ
て
補
強
し
、
本
紙
料
紙
と
の
接
着
を
行
っ
た
。
接
着
に
は
新
糊
と

布
海
苔
の
混
合
糊
を
用
い
、
一
紙
貼
り
合
わ
せ
る
ご
と
に
加
圧
、
乾
燥
さ
せ
、
料
紙
表
面
の
平
滑
、

安
定
化
を
図
り
（
新
糊
と
布
海
苔
の
混
合
糊
で
、
弱
い
接
着
力
と
粘
性
を
持
つ
布
海
苔
を
混
ぜ
る

こ
と
で
、
糊
代
部
分
の
乾
燥
速
度
を
緩
や
か
に
し
、
接
着
後
の
硬
化
収
縮
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可

能
）、
貼
り
合
わ
せ
作
業
を
慎
重
に
行
っ
た
。
修
理
後
、
粘
葉
装
に
仕
立
て
た
冊
子
を
開
披
す
る
際

は
、
糊
代
側
の
ノ
ド
部
分
が
開
き
難
く
、
不
自
然
な
折
れ
痕
の
付
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、

事
前
に
極
浅
く
折
り
跡
を
施
す
こ
と
で
、
自
然
に
ま
っ
す
ぐ
な
折
れ
痕
が
つ
く
手
掛
か
り
と
し
た
。

（
ニ
）
墨
書
の
確
認

　
第
九
紙
、
第
十
九
紙
で
糊
付
け
さ
れ
て
い
た
本
紙
裏
面
ノ
ド
部
分
に
、
第
十
一
紙
、
第
十
三
紙

の
本
紙
裏
面
の
袖
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
表
紙
と
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い

た
見
返
し
に
つ
い
て
、
修
理
の
過
程
で
肌
裏
紙
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
部
分
よ
り
「
そ

で
」
と
書
か
れ
た
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
（
図
7
）。

図6　補修紙の補填

図7　表紙見返し裏面墨書



（修理報告・二、参照）

23　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理前）

25　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理後）

22　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理前）

24　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理後）

（芳澤作品紹介参照）

18　「沿道ニ於テ小松宮其他集合」  （8月上旬ヵ）
  右から2人目が小松宮、4人目が三宮義胤式部長ヵ。

15　「「シベリヤ」「オムスク」市ニ於テ野営視察ノ図」  （8月10日）

16　 「同「イルクック」停車場プラットホームニ於テ
一行荷物開閉ノ図」  （8月14日）
  かがんでいる人物は小松宮ヵ。

17　「同市〔イルクーツク〕三
ト ロ イ カ ー

頭馬車ノ図」 （8月14日）

20　 「同所〔満洲の一停車場〕ニ於テ我カ一行及其他ノ
集合」  （8月下旬ヵ）

19　「小松宮露国特有ノ丸太建築ヲ実視セラルヽ図」 
  左から2人目が小松宮。（8月15日〜16日ヵ）

21　「満州ノ一停車場ニ於テ我カ一行其他ノ集合」 
  （8月下旬ヵ）



（三島論文参照）

28　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　トップ画面

（修理報告・三、参照）

26　《金沢本万葉集》巻第二　第45丁裏・第46丁表（修理前）

27　同上（修理後）

（三島論文参照）

28　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　トップ画面

（修理報告・三、参照）

26　《金沢本万葉集》巻第二　第45丁裏・第46丁表（修理前）

27　同上（修理後）
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